
 

 

 

 

 

 

 

ウクライナ空手選手団による「東京 2020 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会」 

事前キャンプ報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 8月 

 

企画部企画経営課 



1.実施概要 

 

■実施概要 

1.目的 

・日野市は、ウクライナを相手国とするホストタウン申請を行い、令和元年６月２８日に第 14次 

登録団体としてホストタウン登録されました。 

・令和元年９月には、東京２０２０オリンピックテストイベントである空手１プレミアリーグが 

本番会場である日本武道館で開催されました。 

・この大会に参加するホストタウンとなったウクライナ空手選手団 20名が事前キャンプを市民の森

ふれあいホールで実施し大会に臨み、金メダル１個、銅メダル１個を獲得しました。 

・本番である東京２０２０大会においても時差調整や環境順応及び本番を見据えた最終調整する 

ため市民の森ふれあいホールで事前キャンプを実施し、大会で最大限のパフォーマンスを発揮 

できるよう支援する。 

 

 2.概要 

・ウクライナ空手選手団が「東京 2020 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ大会」において素晴らしい成績が残せるよう 

ホストタウンとして支援する。 

① 事前キャンプ環境(コロナ感染症対策含む)の提供及び滞在費用の一部支援 

 

 3.施設 

・練習場所（市民の森ふれあいホール多目的ルーム）※朝練 10-12、夕練 18-20 

  ・調整場所（日野市陸上競技場）体調維持及びウエイト管理 

・宿泊場所（立川市内のホテル）※練習会場へは、中型バスで送迎 

     

 4.受入れ選手団 

・国名：ウクライナ 

 ・競技：空手（組手） 

 ・選手団メンバー（9名） 

 ・コーチ等(3名)：アントンヘッドコーチ、オレクサンドルコーチ、ティチャーナドクター 

 ・出場選手(3名)：アンジェリア選手(女子組手 55㎏級)、アニタ選手(女子組手 61㎏級)、 

          ホルナ選手(男子組手 75㎏級) 

 ・練習ﾊﾟｰﾄﾅｰ(3名)：ハリーナ選手、バレイリィ選手、グナット選手 

 

5.受入れ体制 

・日野市空手連盟及び市内道場生 

 ・市職員 

 ・市民ボランティア(45名) 

 



6.コロナ感染症対策 

・選手団は 72時間以内の検査陰性証明をもってウクライナを出国。 

・羽田空港で検疫を受け、検査結果が全員陰性で日本に入国。 

・選手団は、事前キャンプ来訪時には陰性の状態でスタート。 

・来日後、選手団は宿泊ホテルで毎朝、抗原定量検査を行い、陰性証明を維持。 

・ホテルと練習会場の移動は、専用車両(貸し切りバス)。 

・選手団は一般市民と接触しないよう、場面ごとに感染症対策を図り行動しました。 

・具体的には選手専用動線を確保。 

・更衣室やトイレについても専用仮設を用意し、感染リスクに対応。 

・選手等エリアと見学者エリアの境には、透明スクリーンを設置。 

・受け入れ責任者である日野市は、事前キャンフﾟ受入マニュアルを定め、感染症対策を実施。 

・受け入れスタッフは、その関わり度合いにより、抗原定量検査を①毎日、②4日に 1回、 

③7日に 1回の頻度で行い、陰性証明を維持。 

 

〇会場全体図 

 ・選手等の動線は、施設利用者と完全に分離 
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〇練習会場図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 事前キャンプ会場（多目的ルーム）
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7.日程 

① 7月 22日から 8月 3日(事前キャンプ) 

 

② 8月 3日(選手村へ移動) 

 ・コーチ等 3名及び出場選手 3名は、選手村へ 

 ・練習ﾊﾟｰﾄﾅｰ 3名は、帰国の途に。 

③ 8月 5日～6日 

 ・東京 2020 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ大会 空手競技(組手) 

・空手競技全日程は、8月 5日から 8月 7日（3日間） 

・開催場所は、日本武道館。（無観客開催） 

・ウクライナ選手出場日程は、8月 5日及び 6日 

8月 5日(木)：予選、準決、決勝 

※女子組手 55㎏級(アンジェリカ選手) 銀メダル獲得 

8月 6日(金)：予選、準決、決勝 

※女子組手 61㎏級(アニタ選手) 5位 

男子組手 75㎏級(ホルナ選手) 銅メダル獲得 

④ 8月 11日 

 ・選手団 6名は、帰国の途に。 

実施内容 時間帯 実施状況 団体見学

22 木
・会場設営

・来日(羽田空港)

23 金
・休養

・コーチ陣との打ち合わせ(ＰＭ）

朝練（10-12時）ふれあいホール 〇 〇

夕練（18-20時）ふれあいホール

朝練（10-12時）ふれあいホール

夕練（18-20時）ふれあいホール 〇 〇

朝練（10-12時）ふれあいホール 〇

夕練（18-20時）ふれあいホール 〇

朝練（10-12時）ふれあいホール 〇

夕練（18-20時）ふれあいホール 〇 〇

朝練（10-12時）ふれあいホール

夕練（18-20時）ふれあいホール

調整（17:30-19時)　陸上競技場 〇

朝練（10-12時）ふれあいホール 〇

夕練（18-20時）ふれあいホール

朝練（10-12時）ふれあいホール 〇 〇

夕練（18-20時）ふれあいホール 〇 〇

朝練（10-12時）ふれあいホール

夕練（18-20時）ふれあいホール

調整（17:30-19時)　陸上競技場 〇

朝練（10-12時）ふれあいホール

夕練（18-20時）ふれあいホール 〇 〇

朝練（10-12時）ふれあいホール 〇 〇

夕練（18-20時）ふれあいホール

3 火
・選手村へ

・会場撤収

７月

31 土 ・調整

日程

金 ・練習

火 ・練習

・調整

1 日 ・練習

29 木 ・練習

30

８月

24 土 ・練習

25 日 ・練習

27

2 月 ・練習

26 月
・練習

・選手激励会

28 水



選手到着 

 

2.実施実績 

■7月 22日(木)（ふれあいホール多目的ルーム） 

・練習会場設営、装飾など 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■7月 22日(木)（羽田空港） 

・ウクライナ空手選手団来日 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

宿泊ホテルへ 

 

設営完了 

 

設営状況 

 



■7月 24日（土）から 8月 2日（月）（ふれあいホール多目的ルーム） 

・練習 

 

 

 

 

 

 

 

 



■7月 26日(月)（ふれあいホール駐車場） 

・選手激励会 

・ウクライナ在日本大使や市議会議長、市立病院院長などによる選手激励、ウクライナ歌手オクサーナさんに

よるウクライナ国歌独唱などを実施。 

 

■7月 28日(水)、31（土） （陸上競技場） 

・体調維持及びウエイト管理 

・陸上競技場を貸し切り、ランニングや球技などにより体調維持及びウエイト管理を実施。 

 

■8月 2日(月) （ふれあいホール駐車場） 

・事前キャンプ最終日（お見送り） 市長から選手にエール 

 

  

 

  

 

 

 

 

 



■7月 24、25、27、30、8月 1日（ふれあいホール多目的ルーム） 

・空手道連盟等による団体応援見学 

 

 

 

 

 

 

・市内空手道場（3道場：6コマ、117名）、学校関係者（3コマ、16名）、福祉施設関係（1コマ、16名） 



出国手続き 

選手動線確保 

 

見学エリア受付・消毒補助など 

 

■7月 22日(木)から 8月 3日(火)（ふれあいホール） 

・市民ボランティア活動 

 

 

 

 

  

 

・空手事前キャンプボランティア４5名が参加 

 

 

■8月 11日(水)（羽田空港） 

・ウクライナ空手選手団離日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・大会を終えて選手団 6名が帰国の途に 



ウクライナ選手団応援横断幕 見学者用ウクライナ選手団ガイド 

小学生絵画作品展示（市内１７全小学校各クラス１枚） 

■応援装飾など 

  

 

 

 

 

 

 


